
《今月の海上安全標語》 ～ 良い年を迎えるために… ～
ＬＪ（ライフジャケット）は、あなたの命を守ります！
新しい年を楽しく迎えるためにも、忘れず着用して下さい!!

では、来年も安全操業で！
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兵庫県水産賞 決定
虹の仲間で森づくり 実施
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４
月
か
ら
県
水
産
課
で
組
合
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
以
下
、「
で
あ
る
」
調
で
失
礼
し
ま
す
。

　

学
生
時
代
、「
今
ま
で
に
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
！
」

と
思
い
立
ち
、
カ
ヌ
ー
部
に
所
属
し
た
。
当
時
の
カ
ヌ
ー
は
誰
も
知
ら

な
い
「
何
そ
れ
？
」
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
骨
と
皮
の
み
と

い
う
体
格
の
私
で
は
、
全
く
試
合
で
は
勝
て
な
か
っ
た
し
、
対
抗
戦
も

お
呼
び
で
な
か
っ
た
。
競
技
に
関
し
て
は
、
特
に
い
い
思
い
出
も
な
く
、
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
過
酷

な
乗
艇
練
習
、
夕
刻
の
筋
ト
レ
、
合
宿
を
た
だ
繰
り
返
す
の
み
。
で
も
辞
め
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。

　

そ
れ
は
、
一
度
波
に
漕
ぎ
出
せ
ば
、
陸
の
束
縛
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
自
由
な
感
覚
と
浮
遊
感
、
自

然
と
の
一
体
感
が
得
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
私
の
こ
と
は
イ
シ
ュ
メ
ー
ル
と
で
も
呼
ん
で
も
ら
お
う
。（
中
略
）
陸
地
で
は
こ
れ
と
い
う
面
白

い
こ
と
も
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
船
に
乗
っ
て
、
水
の
世
界
を
見
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
。
私
に
と
っ

て
は
、そ
れ
が
憂
鬱
を
追
い
払
っ
て
、血
行
を
良
く
す
る
方
法
だ
っ
た
の
だ
。」白
鯨（
メ
ル
ヴ
ィ
ル
著
）

の
冒
頭
で
あ
る
。「
お
ぉ
！
」
と
納
得
し
た
。
こ
の
感
覚
こ
そ
、
多
く
の
人
が
波
の
世
界
に
魅
了
さ

れ
る
源
泉
な
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
は
、
心
躍
る
楽
し
い
場
所
で
あ
り
、
危
険
な
場
所
で
も
あ
る
。
今
で
も
南
方
の
島
に
出
か
け

て
カ
ヌ
ー
を
漕
ぐ
が
、
時
折
、
部
活
教
官
が
言
っ
て
い
た
「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と
い
う
言
葉
が

頭
を
よ
ぎ
る
。
優
れ
た
カ
ヌ
イ
ス
ト
だ
ろ
う
が
、
泳
ぎ
が
達
者
だ
ろ
う
が
、
沖
で
「
沈
」
す
れ
ば
無

力
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
波
に
漕
ぎ
出
し
て
し
ま
う
の
は
、「
あ
や
か
し
」の
仕
業
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

私
の
よ
う
に
趣
味
で
楽
し
む
波
の
世
界

で
は
な
く
、
仕
事
で
波
の
世
界
を
股
に
掛
け

る
漁
業
者
が
、
と
き
に
は
壮
絶
な
体
験
を
し

な
が
ら
、
自
然
相
手
の
状
況
判
断
や
技
術
を

磨
き
続
け
て
、
海
を
自
分
の
も
の
と
し
て
い

る
こ
と
に
感
服
す
る
。

　

微
力
で
は
あ
る
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
漁
船

で
海
に
出
て
、
漁
業
の
現
状
を
学
ば
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
兵
庫
県
の
水
産
業
の
た
め
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
。

表紙の言葉

No.746   December. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

波
の
世
界
へ

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県水産賞	受賞者決定
	 	 兵庫県水産系統団体役職員ＯＢ会

	 ４	 ＪＦ全漁連	自民党本部で全国漁民代表者集会

	 ５	 第69回	全国漁港漁場大会への参加と政府等への予算要望活動

	 ６	 第１回	東部瀬戸内海研究集会

	 ７	 虹の仲間で森づくり
	 	 近畿中国四国地区漁青連ブロック会議

	 ８	 ひょうご豊かな海パートナーイベント実施

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

「魚の棚商店街 マンホールのふた」（明石市）

　明石の観光名所である魚の棚商店街に、明石たこ大
使を務める「さかなクン」のイラストが描かれたマンホー
ルのふたが、海のまち明石の魅力発信と来年の明石市制
100周年をＰＲするため設置されました。
　マンホールふたには明石にゆかりの魚介類 全19種類の
正式名称および明石での呼び名も描かれています。
　みなさま、水産会館を訪れた際に商店街でふたを探し
てはいかがでしょうか。

兵
庫
県
農
政
環
境
部
水
産
課 

主
査　

中  

桐  　

栄

2
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
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11
月
14
日
（
水
）、
兵
庫
県
水
産
会
館
に
お
い
て
「
平
成
30
年
度 

兵
庫
県
水
産
系

統
団
体
役
職
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
員
34
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
出
席
者
一
同
は
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
対
し

て
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戸
田
幹
事
長
よ

り
「
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
と
少
し
趣
向
を
変
え
、
兵
庫
の
漁
業
拠
点
で
あ
る
兵
庫
県

水
産
会
館
で
現
役
職
員
を
交
え
て
開
催
し
た
中
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
年
に
一
度

の
懇
談
の
場
な
の
で
、
大
い
に

旧
交
を
温
め
て
も
ら
い
た
い
」

と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
来
賓
の
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

　
戸
田
幹
事
長
が
議
事
進
行
を

行
な
い
、
議
案
の
収
支
決
算
報

告
及
び
収
支
計
画
は
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
懇
親
会
で
は
田
尻
重
孝

氏
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
幕
が

上
が
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
時
間
の
経
過
も
忘
れ

て
歓
談
が
す
す
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
山
里
副
幹
事
長
か
ら

「
元
気
で
、
ま
た
来
年
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
い
閉
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
懇
親
会
は
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

県農林水産業の功労者表彰
　“平成30年度 兵庫県水産賞”受賞者決定

受賞者の皆様（左から中谷様ご夫妻、西村様ご夫妻、中尾様ご夫妻）

氏　　名 所　属 功　績　内　容

中
なかたに

谷　淳
じゅんいち

一 ＪＦ明石浦 組合運営の充実や海苔養殖生産時術の向上
と増産への貢献

中
なか

尾
お

　満
みつ

男
お ＪＦ南あわじ わかめ養殖業の振興や漁協経営の安定化

への貢献

西
にしむら

村　  護
まもる ＪＦ但馬 沖合底びき網漁業の振興と漁協運営の安定

化への貢献
（敬称略）

　
永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・
水
産
賞
の
３
賞
表
彰

式
が
、
12
月
４
日
（
火
）
県
公
館
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
兵
庫
県
水
産
賞
は
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

中
谷 

淳
一
さ
ん

（
71
）、
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ 

中
尾 

満
男
さ
ん
（
53
）、
Ｊ
Ｆ
但
馬 

西
村 

護
さ
ん
（
75
）
の
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
井

戸
敏
三
知
事
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度 

兵
庫
県
水
産
系
統
団
体

 

役
職
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会

参加者全員での記念撮影
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Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
11
月
13
日
、
自
民
党

本
部
で
「
我
が
国
漁
業
の
将
来
展
望
を

切
り
拓
く
革
新
的
な
政
策
の
確
立
を
求

め
る
全
国
漁
民
代
表
者
集
会
」
を
開
催

し
、
水
産
政
策
の
改
革
に
よ
っ
て
我
が

国
漁
業
の
将
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る「
革
新
的
な
政
策
の
確
立
」

と
「
裏
付
け
と
な
る
予
算
の
確
保
」
を

求
め
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
自
ら
が
水

産
政
策
の
改
革
の
方
向
性
を
理
解
で
き

る
も
の
と
し
、
浜
の
再
生
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
、自
民
党
国
会
議
員
92
名
、

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
関
係
者
約
５
０
０
人
が

集
ま
り
、
本
県
か
ら
は
Ｊ
Ｆ
組
合
長
ら

22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
会
場
に
駆
け
つ
け

た
加
藤 

勝
信
自
民
党
総
務
会
長
は「
本

日
は
、
私
た
ち
の
海
、
浜
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
漁
業
者
の
皆

さ
ん
に
将
来
の
展
望
を
拓
い
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
岸 

宏

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
が
、「
漁
業
法
等
改

正
案
が
自
民
党
に
お
け
る
厳
し
い
協
議

を
経
て
と
り
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｆ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
受

け
入
れ
る
判
断
を
し
、

11
月
６
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
運
用
に
つ
い

て
は
政
省
令
等
に
委
ね

ら
れ
た
部
分
が
多
く
、

そ
の
検
討
段
階
で
も
漁

業
者
の
意
見
を
十
分
に

聞
き
、
漁
業
者
の
理
解
、
納
得
を
得
た

上
で
進
め
て
欲
し
い
。
ま
た
、
水
産
政

策
の
改
革
に
係
る
財
政
措
置
に
つ
い
て

は
、「
今
後
、
全
国
の
浜
が
明
る
い
展

望
を
拓
い
て
い
く
た
め
に
従
来
の
発
想

に
と
ら
わ
れ
な
い
革
新
的
な
政
策
が
必

要
」
と
し
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

で
示
さ
れ
た
３
、０
０
０
億
円
超
の
満

額
確
保
を
求
め
た
ほ
か
、
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
漁
船
リ
ー
ス
事
業
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
大
幅
な
拡

充
、
強
化
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
続
く
意
見
表
明
で
は
、
川
越 

一
男

組
合
長
（
Ｊ
Ｆ
浜
坂
）
が
、
昨
今
の
燃

油
高
騰
の
問
題
に
つ
い
て
「
今
の
燃
油

価
格
が
続
け
ば
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
操

業
の
取
組
も
漁
業
所
得
の
向
上
を
目
指

す
浜
プ
ラ
ン
の
取
組
も
困
難
な
状
況
に

な
る
」
と
指
摘
し
、「
漁
業
経
営
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
は
感
謝

し
て
い
る
が
、
漁
業
の
成
長
産
業
化
の

た
め
に
、
さ
ら
な
る
対
策
を
お
願
い
し

た
い
」
ま
た
、山
本 

幸
弘
組
合
長
（
青

森
：
Ｊ
Ｆ
深
浦
）
が
、「
浜
を
説
得
で

き
る
予
算
確
保
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
川
崎 

一
好
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
副

会
長
が
「
我
が
国
漁

業
の
将
来
展
望
を
切

り
拓
く
革
新
的
な
政

策
の
確
立
を
求
め
る

要
望
書
」
を
読
み
上

げ
、
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
民
党
を
代
表
し

て
浜
田 

靖
一
水
産
総

合
調
査
会
長
が
決
意
表

明
を
行
い
、「
水
産
政

策
の
改
革
を
進
め
る
に

は
漁
業
者
の
皆
さ
ん
が

理
解
で
き
る
こ
と
が
一

番
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
改
革
は
漁
業
者
の

理
解
無
く
し
て
前
に
進

め
ら
れ
な
い
。
我
々
と

し
て
も
皆
さ
ん
方
の
や
る
気
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
概
算
要
求
で
示

さ
れ
た
予
算
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
水
産
庁
と

財
政
当
局
が
、
皆
さ
ん
方
が
安
心
し
て

漁
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
我
々
と
し
て

も
必
ず
燃
油
対
策
を

前
に
進
め
る
こ
と
を

約
束
す
る
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
山
孝

文
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連

会
長
の
リ
ー
ド
の

下
、
参
加
者
全
員
が

「
燃
油
高
騰
対
策
の

実
現
」、「
革
新
的
な

政
策
の
確
立
」、「
予
算
概
算
要
求
の
満

額
確
保
」
を
求
め
る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
代
表
者
が
自
民
党
の
二
階 

俊
博
幹
事
長
、
𠮷
川 

貴
盛
農
林
水
産

大
臣
、
長
谷 

成
人
水
産
庁
長
官
の
も

と
を
訪
れ
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

全漁連 岸会長

我が国漁業の将来展望を切り拓く
革新的な政策の確立を求める決議

　我々漁業者は、水産食料の安定供給等の使命を果たすため、厳し
い環境の中、浜プランの実践等、幅広い改革に取り組み、所得向上
や地域の活性化等、大きな成果を挙げている。
　このような中、本年６月、水産政策改革の方向性が公表され、関
連制度の見直し等の議論が進められているが、改革の実行者であ
る漁業者が理解し、実践できるものとしていかなければならない。
　併せて、我々漁業者が水産改革の復活に向けて、自らの課題とし
てさらなる取組を進めていくためには、国が、改革によって実現す
る我が国漁業の将来展望を示すとともに、その実現に必要な革新
的な政策の確立と裏付けとなる予算を確保しなければならない。
　ついては、下記事項の実現を、国に強く求めることをここに決議
する。

記

１．�我が国漁業の将来展望を切り拓く革新的な政策を確立すること。
２．�政策の実践に必要な水産予算概算要求の満額確保を図るととも
に、補正予算の必要額の獲得を図ること。

� 以　上　

� 2018年11月13日　　

� 我が国漁業の将来展望を切り拓く革新的な　　
� 政策の確立を求める全国漁民代表者集会　　
� 全国漁業協同組合連合会　　

ＪＦ全漁連、自民党本部で全国漁民代表者集会を開催

　革新的な政策の確立と裏付けとなる予算の確保求める
　国会議員、ＪＦグループ関係者ら約600人が集結

意見表明する川越組合長
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10
月
26
日
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
エ
ブ
ノ
泉

の
森
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
69
回 

全
国
漁

港
漁
場
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
兵
庫
県
漁

港
漁
場
協
会
か
ら
浜
上 
勇
人
（
香
美
町
長
）

会
長
、
田
沼 

政
男
（
兵
庫
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
副
会
長
を
は
じ

め
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
泊
２
日
の
行
程
で
、
初
日
の
25
日
は
佐

野
漁
港
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
管
理

者
（
大
阪
府
）
か
ら
、
佐
野
漁
港
は
第
２
種

漁
港
で
あ
る
が
全
国
で
唯
一
、
外
航
船
の
タ

ン
カ
ー
や
貨
物
船
が
入
港
す
る
こ
と
、「
泉

佐
野
漁
協
青
空
市
場
」
と
呼
ば
れ
る
市
場
内

に
は
29
の
商
店
と
２
軒
の
食
事
処
が
あ
り
、

市
場
で
購
入
し
た
新
鮮
な
食
材
を
そ
の
場
で

焼
い
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
人
気
が
あ
る
こ

と
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
楽
し
ま
れ
て
い
る
賑
わ

い
の
あ
る
漁
港
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
漁
港
の
概

要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
会
場
で
あ
る 

「
い
ず
み
さ
の
関
空
マ
リ
ー
ナ
」
か
ら
外
に
出

る
と
海
鮮
焼
市
場
が
あ
り
、

そ
こ
で
タ
コ
飯
と
ワ
タ
リ

ガ
ニ
の
味
噌
汁
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
が

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
25
日
の
夜
は
、
大
会
会

場
か
ら
約
１
時
間
ほ
ど
の

所
に
あ
る
和
歌
の
浦
に
宿

泊
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。
和
歌
の
浦
は
、
非
常

に
歴
史
の
あ
る
風
光
明
媚

な
地
で
、
万
葉
の
歌
人
、

山
部
赤
人
や
明
石
に
も
馴

染
み
の
深
い
柿
本
人
麻
呂
を
は
じ
め
、
文
人

墨
客
に
愛
さ
れ
詠
わ
れ
た
景
勝
の
地
で
す
。

こ
の
地
名
は
、
和
歌
山
県
の
名
前
の
ル
ー
ツ

で
も
あ
り
、
２
０
１
７
年
４
月
に
は
文
化
庁

の
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
26
日
の
大
会
に
は
約
１
、３
０
０
人
が
全

国
か
ら
参
加
し
、
橋
本 

牧 

公
益
社
団
法
人

全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、

髙
鳥 

修
一
農
林
水
産
副
大
臣
に
よ
る
来
賓

祝
辞
な
ど
が
あ
り
、そ
の
後
、付
議
議
案
「
平

成
31
年
度
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備

予
算
の
確
保
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
、
静

岡
県
漁
港
漁
場
協
会
長
が
提
案
理
由
を
説
明

し
、
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
議
決
さ
れ
た
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
提

言
案
を
大
分
県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
が
朗
読

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
採
択
さ
れ
た

提
言
を
も
と
に
、
政
府
及
び
各
都
道
府
県
の

地
元
選
出
国
会
議
員
等
に
働
き
か
け
、
提
言

事
項
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
を
参
加
者
の
総

意
と
し
て
確
認
し
、議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
の
第
70
回 

全
国
漁
港
漁
場
大

会
は
10
月
29
日
に
広
島
県
福
山
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
広
島
県
漁
港

協
会
長
が
挨
拶
を
さ
れ
、
閉
会
の
挨
拶
を
大

会
実
行
委
員
会
委
員
長（
泉
佐
野
市
副
市
長
）

が
行
い
、
大
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
帰
路
で
は
、
海
遊
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
２
班
に
分
か
れ
て
案
内

し
て
い
た
だ
き
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が
人
を
恐

れ
な
い
給
餌
に
よ
る
訓
練
や
魚
種
に
よ
る
エ

サ
の
違
い
、
安
価
な
エ
サ
の
確
保
、
串
本
沖

か
ら
運
ぶ
水
槽
の
海
水
の
入
れ
替
え
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
若
年
層
の
ス
タ
ッ
フ

が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
説
明
担
当
の
女
性
職

員
は
非
常
に
知
識
が
豊
富
で
、
近
畿
大
学
水

産
学
部
出
身
と
お
聞
き
し
、
な
ぜ
こ
こ
で
働

い
て
い
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
船
に
酔

う
か
ら
」
と
の
落
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
採
択
さ
れ
た
提
言
に
つ
い
て

は
、
８
月
28
日
の
第
58
回 

兵
庫
県
漁
港
漁

場
大
会
で
決
議
さ
れ
た
４
項
目
と
併
せ
て
、

11
月
15
日
に
兵
庫
県
協
会
役
員
及
び
県
関
係

者
が
県
選
出
国
会
議
員
に
直
接
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
漁
港

漁
場
協
会
協
議
会
の
幹
事
県
と
し
て
、
三
重

県
協
会
と
合
同
で
国
土
交
通
省
へ
予
算
要
望

活
動
を
行
い
、
力
強
い
ご
支
援
の
お
言
葉
な

ど
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
第
70
回 

全
国
漁
港
漁
場
大
会
に

は
、
例
年
以
上
に
皆
様
方
の
ご
参
加
が
あ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
水
産
振
興
議
員
連
盟
役
員
へ

�

要
望
書
提
出

　
～
第
58
回  

兵
庫
県
漁
港
漁
場
大
会
決
議

事
項
の
実
現
を
要
望
～

　
平
成
30
年
11
月
22
日
、
兵
庫
県
水
産
振
興

議
員
連
盟
役
員
（
会
長 

永
田 

秀
一
）
と
兵

庫
県
漁
港
漁
場
協
会
役
員
（
会
長 

浜
上 

勇

人
）
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
水
産
振
興
議
員
連
盟
か
ら
は
、
永

田 

秀
一
（
会
長
）、
岸
本 

か
ず
な
お
（
副
会

長
）、
松
本 

隆
弘
（
事
務
局
長
）、
上
田 

良
介

（
事
務
局
次
長
）、
伊
藤 

勝
正
（
幹
事
）
の
５

名
の
議
員
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
協
会
か

ら
は
、浜
上 
勇
人
会
長
、田
沼 

政
男
副
会
長
、

門 

康
彦
副
会
長
の
代
理
と
し
て
長
濵 

康
之
淡

路
市
副
市
長
、
事
務
局
長
の
４
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
兵
庫
県
か
ら
も
石
井

農
林
水
産
局
長
、
平
石
水
産
課
長
、
今
井
漁

港
課
長
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
平
成
30
年

８
月
28
日
の
第
58
回

兵
庫
県
漁
港
漁
場
大

会
に
お
い
て
決
議
さ

れ
た
「
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
推
進

と
平
成
31
年
度
予
算

の
確
保
」
な
ど
４
項

目
の
決
議
事
項
の
実

現
に
つ
い
て
、
浜
上

会
長
か
ら
永
田
会
長

に
要
望
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
豊
か
な

海
づ
く
り
の
現
状
や

台
風
の
被
害
、
漁
港

の
地
震
・
津
波
対
策

な
ど
に
つ
い
て
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
69
回 

全
国
漁
港
漁
場
大
会
へ
の
参
加
と

 

政
府
等
へ
の
予
算
要
望
活
動



6拓水746号（2018年12月）

各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
11
月
21
日
（
水
）
明
石
市
立
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
て
、

水
産
海
洋
地
域
研
究
集
会 
第
１
回 

東
部
瀬
戸
内
海
研
究

集
会
「
東
部
瀬
戸
内
海
の
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
と
環
境
を
考
え

る
」（
共
催
：
一
般
社
団
法
人
水
産
海
洋
学
会
、
地
方
独

立
行
政
法
人
大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
水
産

研
究
部
、
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー　
後
援
：
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

大
阪
府
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
カ
ナ
ゴ
は
東
部
瀬
戸
内
海
地
域
の
船
び
き
網
漁
業
や

コ
マ
セ
網
漁
業
な
ど
の
重
要
な
漁
獲
対
象
資
源
で
あ
り
、

生
の
新
鮮
な
稚
魚
を
甘
辛
い
佃
煮
に
し
た
「
く
ぎ
煮
」
が

季
節
の
風
物
詩
に
な
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
食
文
化
の
面

で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
源
を

持
続
的
に
活
用
す
る
た
め
、
当
海
域
で
は
従
来
か
ら
き
め

細
か
い
資
源
管
理
型
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
漁
獲
量
は
近
年
大
き
く
変
動
し

な
が
ら
著
し
く
減
少
し
て
お
り
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
集
会
は
、
現
在
進
行
形

の
調
査
研
究
も
含
め
て
、
当
海
域

の
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
に
関
す
る
最
新
情
報
を

で
き
る
か
ぎ
り
集
め
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
対
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
も
論
議
し
、
研
究
者
の
み

な
ら
ず
、
漁
業
関
係
者
や
行
政
担

当
者
等
か
ら
の
情
報
提
供
や
意
見

を
得
る
た
め
に
開
催
さ
れ
、２
９
１
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
研
究
集
会
で
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
資
源
状
況
か
ら
イ
カ
ナ

ゴ
を
取
り
巻
く
環
境
や
資
源
特
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研

究
発
表
が
な
さ
れ
、様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
表
参
照
）

発表内容 発 表 者

１． 東部瀬戸内海におけるイカナゴ資源の実態とその現状 高橋 正知 （水産機構瀬水研）

２． ボンゴネット調査からみた大阪湾におけるイカナゴ仔魚の出現状況 大美 博昭  （大阪環農水研）

３． 大阪湾・播磨灘におけるイカナゴの資源動向
　　～資源の持続的利用を図るためには～ 魚住 香織 （兵庫農水技総セ）

４． 備讃瀬戸のイカナゴを取り巻く環境と資源特性 赤井 紀子  （香川水試）

５． 播磨灘における夏眠期のイカナゴ肥満度 西川 哲也 （兵庫農水技総セ）

６． 大阪湾の冬春季における低次生産環境の変化について 山本 圭吾  （大阪環農水研）

７． イカナゴの新子はほんとうに痩せてきているのか？
　　～ 大阪湾・播磨灘における漁獲対象期のイカナゴ０歳魚の肥満度の長期変化～ 反田 　實 （兵庫農水技総セ）

８． 冬季播磨灘におけるイカナゴ胃内容物から推定された餌料環境の経年変化
と近年の低次生産に関する一考察

橋口 晴穂
  （日本海洋生物研究所）

９． 低次生態系モデルと連動したイカナゴ生活史モデル（大阪湾・播磨灘イカ
ナゴ資源漁業モデル）の開発

市川 哲也
（サイエンスアンドテクノロジー）

（発表順：敬称略）

水
産
海
洋
地
域
研
究
集
会

　

第
１
回 

東
部
瀬
戸
内
海
研
究
集
会

 
「
東
部
瀬
戸
内
海
の
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
と
環
境
を
考
え
る
」開
催
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近
畿
中
国
四
国
地
区
漁
青
連
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
平

成
30
年
11
月
16
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六

甲
荘
に
て
開
催
さ
れ
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本

会
議
は
、
近
畿
中
国
四
国
地
区
よ
り
青
壮
年
部
員
が

一
堂
に
集
い
、水
産
業
を
巡
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、

討
議
・
意
見
・
情
報
交
換
し
、
県
域
を
越
え
た
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
会
議
の
冒
頭
主
催
県
を
代
表
し
、
兵
庫
県
漁
青
連

山
崎
会
長
が
「
本
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
瀬
戸
内
海
、
日

本
海
、
太
平
洋
、
琵
琶
湖
と
い
っ
た
複
数
の
海
域
で

多
種
多
様
な
漁
業
が
行
わ
れ
る
中
、
各
府
県
が
共
通

し
て
活
動
し
て
い
る
【
魚
食
普
及
】
と
兵
庫
県
漁
連

が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
【
豊
か
な
海
の
再

生
】
を
テ
ー
マ
と
し
て
本
年
度
は
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
兵
庫
県
の
漁
業
概
要
」
と
題
し
て
、
兵

庫
県
水
産
課 

内
田
主
幹
が
、
瀬
戸
内
海
と
日
本
海

で
行
わ
れ
る
漁
業
種
類
の
特
徴
や
漁
獲
量
等
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
県
内
の
魚
食
普
及
活
動
の
事
例
と
し
て

「
ひ
ょ
う
ご
地
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部 

田
中
部
長
よ
り
、「
香

美
町
と
と
活
隊
」
に
つ

い
て
、
香
美
町
と
と
活

隊 

西
上
隊
員
（
兵
庫

県
水
産
振
興
基
金 

西

上
課
長
代
理
）
が
、
活

動
の
開
始
経
緯
や
内
容

等
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
「
豊
か
な
海

の
再
生
」
と
題
し
て
、
兵

庫
県
水
産
課
大
石
班
長
よ

り
、
瀬
戸
内
海
の
水
環
境

の
歴
史
に
始
ま
り
栄
養
塩

と
漁
獲
量
の
相
関
関
係
、

豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け
た
取
組
の
活
動
事
例
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
17
日
（
土
）
に
は
場
所
を
淡
路
市
に
移
し
、
現

地
視
察
研
修
と
し
て
、
道
の
駅
あ
わ
じ
で
「
淡
路
島

の
生
シ
ラ
ス
丼
」
の
取
組
に
つ
い
て
、
淡
路
観
光
開

発
公
社
倉
本
部
長
よ
り
概
要
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、

施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
生
シ
ラ
ス
丼
」

を
参
加
者
に
試
食
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
美

味
し
さ
に
お
か
わ
り
を
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
の
荷
捌
所
で
山
崎
会

長
所
有
の
漁
船
を
始
め
、
実
際
の
船
舶
や
機
械
類
を

前
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
と
は
一
変
し
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え
る

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
中
、
続
き
は
次
年
度

開
催
県
で
あ
る
山
口
県
で
行
う
こ
と
を
約
束
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

近
畿
中
国
四
国
地
区
漁
青
連
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

 

兵
庫
県
で
開
催

　
漁
業
者
と
消
費

者
が
共
に
手
を
携

え
て
、
豊
か
な
海

を
支
え
る
森
を
育

ん
で
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
と
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
が
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
る

「
虹
の
仲
間
で
森

づ
く
り
」
は
今
年

で
12
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
12

月
１
日
（
土
）、
神
戸

市
西
区
に
あ
る
雌
岡
山

（
神
出
神
社
周
辺
）
に

県
内
各
地
か
ら
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
関
係
者
、
コ
ー

プ
こ
う
べ
の
会
員
や

行
政
関
係
者
な
ど
約

１
６
０
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
専
務
の
挨
拶
、

ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽

部 

山
下 

広
行
会
長
よ

り
作
業
の
注
意
事
項
説

明
の
後
、
全
員
で
準
備

運
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
の
参
加
者
は
18
班
に

分
か
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽

部
」
の
指
導
員
の
皆
さ

ん
に
誘
導
さ
れ
、
次
々

に
森
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
班
ご
と
に
分
か

れ
、
再
度
指
導
員
の
方

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者
は
周
囲

に
気
を
配
り
な
が
ら
、
広
葉
樹
や
花
の
咲

く
樹
を
残
し
、
常
緑
樹
や
蔓
性
の
植
物
を

次
々
に
除
伐
し
、
ク
マ
ザ
サ
な
ど
の
下
草

も
刈
り
取
り
ま
し
た
。
約
2
時
間
の
作
業

を
終
え
る
と
、
地
面
を
覆
っ
て
い
た
ク
マ

ザ
サ
も
無
く
な
り
、
太
陽
の
光
が
差
し
込

み
、
見
通
し
の
利
く
き
れ
い
な
森
に
な
り

ま
し
た
。
作
業
を
行
っ
た
皆
さ
ん
は
「
目

に
見
え
て
日
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
っ

た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
兵
庫
の
り
を
使
っ
た
巻
き
寿

司
、
カ
キ
の
味
噌
汁
等
が
振
る
舞
わ
れ
、

同
じ
班
の
メ
ン
バ
ー
と
楽
し
い
昼
食
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
森
の
中
で
“
木
を
切
る
”
と
い
う
作
業

な
の
で
す
が
、
た
い
へ
ん
“
お
も
し
ろ

い
”
と
い
う
感
想
が
多
く
、
何
度
も
繰
り

返
し
ご
参
加
頂
い
て
い
る
方
が
多
い
活
動

で
す
。
皆
様
も
一
度
、
是
非
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

虹の仲間で森づくり
　～神出神社（神戸市西区）周辺で開催～

日が差し込む森になりました
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ひょうご豊かな海発信プロジェクト
　豊かな海って何だろう！？
　　～ひょうご豊かな海パートナーイベント実施～

2018ため池フォーラム
in ひょうご

 家島・坊勢とれとれ祭り、
ぼうぜ鯖祭り

食のブランド「淡路島」
オータムメッセ2018　

淡路島３年とらふぐ祭

　
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

（
突
々 

淳
会
長
）
は
、
多
様
な
生
命
を
育
む
「
豊
か
で
美

し
い
海
」
の
必
要
性
を
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
も
考
え
て

い
た
だ
く
契
機
と
す
る
た
め
「
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
県
下
各
地
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
て
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
等
を
通
じ
、
現
在
の
海

の
豊
か
さ
を
支
え
る
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
陸
か
ら
海
へ
流

れ
る
栄
養
が
減
少
し
、
海
の
貧
栄
養
化
が
進
み
、
生
物
が

育
ち
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
況
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
恵
み
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
「
豊
か
で
美

し
い
海
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
森
・
川
・
街
・
海
・
魚
・

人
の
つ
な
が
り
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
活
動
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

ひょうご豊かな海発信プロジェクト パートナーイベント 参加状況一覧表
開催日 イ ベ ン ト 名 場　　所

９月22日 ひょうごまるごと健康チャレンジ2018キックオフイベント「食べるとはかる」 コープこうべ協同学苑
10月20日・21日 兵庫県民農林漁業祭 明石城公園

11月３日 第52回 みのりの祭典 湊川公園
11月10日・11日 食のブランド「淡路島」オータムメッセ2018 淡路オノコロパーク

11月11日 室乃津祭 室津漁港
11月17日 浜坂みなとカニ祭り 浜坂漁港
11月18日 かすみ松葉がにまつり 香住漁港
11月18日 家島・坊勢とれとれ祭り、ぼうぜ鯖祭り 妻鹿漁港（姫路とれとれ市場）
11月25日 淡路島３年とらふぐ祭 福良漁港
11月29日 2018ため池フォーラム in ひょうご 松方ホール

特　　別　　展
７月14日～12月２日 海からみた兵庫県 ～二つの海にはさまれて～ 神戸市立須磨海浜水族園
10月20日～12月28日 みんな知ってる？ひょうごの水産業～豊かな海ってなんだろう？ 姫路市立水族館

兵庫県民農林漁業祭

かすみ松葉がにまつり

第52回 みのりの祭典
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　11月２日（金）、兵庫県民会館において兵庫県・

兵庫県生協連共催による「第20回監事研修会」を

開催しました。この研修会は、生協運営の健全な

発展に果たすべき監事の役割と監査の実務のあり

方を学び、健全な生協運営を実施していただくこ

とを目的に計画したもので、当日は、11生協１会

員外生協から28人が参加しました。

　兵庫県 企画県民部 県民生活局 消費生活課 奥

見 知子主幹のあいさつ後、日本生協連 総合マネ

ジメント本部 法務局 監事監査支援担当 岡坂 充

容氏から「年間時系列による監事監査のポイント」

と題して、ご講義いただきました。また、後半の

グループディスカッションでは、自生協の監査状

況などの情報交換を行いました。参加した監事、

役員や職員からは「監事の責務の重さを改めて確

認することができました」「他生協から自生協に生

かせる有効な会議のヒントをもらうことができま

した」などの感想が寄せられました。

ＪＡみのり

　ＪＡみのりは、「持続可能な農業の実現」「豊か
でくらしやすい地域社会の実現」「協同組合として
の役割発揮」の３つをテーマに、ＪＡ自己改革を
進めています。農業者の所得増大と農業生産の拡
大を目的としたタマネギの生産拡大の取り組みを
紹介します。
　同ＪＡは、平成28年から水稲を収穫した後に栽
培できるタマネギに注目。タマネギ生産に必要な
機械をＪＡがそろえ生産者に貸し出す、リース事
業を始め、組合員から好評を得ています。機械を
使用することで作業効率を上げ、生産拡大を目指
しています。
　また、８月には、消費拡大と次世代組合員との
関係強化を目的にして、タマネギをテーマとした
親子クッキングコンテストを開きました。書類審
査を通過した４組の親子がタマネギ料理を披露し
ました。同ＪＡは「コンテストをすることで、地域
の皆様に地元でタマネギが生産されていることを
知ってもらい、タマネギの消費を増やし、農家の
所得増大につなげていきたい」と話しています。

タマネギの生産振興を
第21回

兵庫県・兵協連共催
監事研修会 報告

自ら考えたタマネギ料理を調理する参加者 講師　岡坂　充容氏



◆
江
戸
期
の
暮
ら
し
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
鋳
掛
け

屋
、
汚お

穢わ
い

屋や

、
屑
屋
、
悉し

っ

皆か
い

屋や

、
灰
屋
な
ど
で
あ
る
。
屑
屋
は
現
代
も
廃
品
回

収
と
名
を
変
え
、
古
着
や
鉄
屑
、
古
紙
、
古
道
具
を
取
り
扱
い
、
古
新
聞
や
古

雑
誌
の
ち
り
紙
交
換
は
最
近
ま
で
有
っ
た
。
食
べ
物
に
関
し
て
は
残
り
物
利

用
を
行
い
、
明
治
前
期
に
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
残
飯
屋
」と
い
う
商
売
が
あ
っ

た
。
軍
隊
の
兵
営
や
士
官
学
校
か
ら
の
残
菜
を
引
き
取
っ
て
利
用
し
、
時
に
は

無
償
で
仕
入
れ
た
物
を
安
価
で
提
供
、
最
下
層
に
暮
ら
す
貧
民
の
糊
口
を
潤

す
糧
と
な
っ
た
そ
う
だ
。
全
て
が
粗
悪
で
不
味
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
獣
類
を

屠
し
て
の
内
蔵
や
焦
げ
飯
な
ど
、
今
で
い
う
ホ
ル
モ
ン
料
理
や
焼
き
飯
の
前

駆
的
な
食
べ
物
に
近
か
っ
た
と
い
う
。

◆
下
水
道
の
整
備
が
進
み
、
屎
尿
処
理
は
水
で
流
し
て
下
水
処
理
場
に
運
ば

れ
て
仕
舞
う
が
、
昭
和
30
年
代
は
糞
尿
処
理
は
殆
ど
汚
穢
屋
が
行
っ
て
い
た
。

全
て
農
村
へ
運
ば
れ
作
物
の
重
要
な
肥
料
に
な
っ
た
。
典
型
的
な
有
機
栽
培

だ
が
、
寄
生
虫
の
伝
播
媒
介
と
い
う
弱
点
が
あ
っ
た
。
郷
里
の
家
は
、
便
所
が

家
の
最
奥
に
あ
り
汲
み
取
り
が
土
間
を
通
っ
て
何
回
も
往
復
す
る
た
め
、
実

施
し
た
日
は
終
日
臭
い
が
籠
も
っ
た
。
大
切
な
作
業
で
あ
る
た
め
文
句
も
言

わ
ず
、線
香
を
焚
い
て
匂
い
を
消
し
て
い
た
。こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
有
機
肥
料
は
、

化
学
肥
料
の
普
及
や
農
業
の
衰
退
で
消
滅
し
た
。
全
家
庭
の
水
洗
化
が
進
ん

で
昔
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

◆
生
活
ゴ
ミ
の
収
集
日
。
仕
分
け
し
て
出
し
た
ゴ
ミ
が
、
手
際
良
く
収
集
車
に

放
り
込
ま
れ
圧
縮
さ
れ
、
処
理
場
へ
と
持
ち
去
ら
れ
る
。
仕
事
と
は
い
え
鮮
や

か
な
手
並
み
に
感
心
す
る
。
仕
分
け
間
違
い
で
置
き
去
り
さ
れ
た
袋
は
、
誰
が

出
し
た
か
と
調
べ
た
ら
、
違
う
町
内
の
人
の
名
が
あ
る
紙
袋
が
出

て
き
た
。
班
長
が
注
意
を
促
し
に
行
き
一
件
落
着
。
暮
ら
し
の
中
で

不
必
要
な
ゴ
ミ
が
必
ず
発
生
す
る
が
、
別
な
収
集
場
所
へ
出
し
て

知
ら
ぬ
フ
リ
を
す
る
の
は
良
く
な
い
。
再
資
源
化
は
、
資
源
の
少
な

い
国
の
宿
命
で
、
出
来
る
も
の
は
進
ん
で
協
力
し
よ
う
。
リ
サ
イ
ク

ル
は
生
き
物
生
存
に
適
っ
た
、
当
然
の
行
為
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

◆
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
紙
タ
オ
ル

は
、
パ
ル
プ
の
優
れ
た
吸
水
特
性
を
利
用
し
て
い
る
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
は
最
初
か
ら
９
％
の
水
を
含
ん
で
い
る
が
、
百
グ
ラ
ム

の
ペ
ー
パ
ー
で
最
大
九
百
十
グ
ラ
ム
ま
で
吸
水
で
き
る
そ
う
だ
。

取
り
込
ん
だ
水
は
簡
単
に
は
乾
燥
で
き
な
い
、
そ
う
し
た
性
質
を

持
っ
て
い
る
。
薄
く
て
肌
触
り
よ
く
漉
く
た
め
、
製
紙
会
社
で
は
工

夫
を
凝
ら
し
、
鏡
の
如
く
磨
い
た
金
属
ロ
ー
ル
を
熱
し
、
抄
い
た
紙

を
貼
り
つ
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。
表
面
が
ス
ベ
ス
ベ
で
特
有
の
風
合

い
が
生
ま
れ
、肌
触
り
良
い
も
の
に
な
る
と
い
う
。牛
乳
パ
ッ
ク
で
、

ア
ル
ミ
を
使
わ
な
い
紙
製
容
器
は
、
フ
ィ
ル
ム
を
剥
が
せ
ば
良
質

の
パ
ル
プ
と
な
る
。
そ
し
て
ま
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に
生

ま
れ
変
わ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

薪

リサイクル／再生利用

「
協
同
組
合
の
歴
史
と
コ
ー
プ
こ
う
べ
」と

 

「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
に
お
け
る
魚
食
普
及
活
動
」

　
11
月
27
日（
火
）、新
た
に
入

塾
し
た
14
期
生
を
迎
え
、大
輪

田
塾
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の「
協
同
組
合
の
歴

史
と
コ
ー
プ
こ
う
べ
」で
は
、生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ 

コ
ー
プ
こ
う
べ
教
育
学
習
セ
ン

タ
ー 

齋
藤 

優
子
氏
が
講
師
を

務
め
、協
同
組
合
運
動
の
は
じ

ま
り
や
原
則
を
は
じ
め
、コ
ー

プ
神
戸
の
歴
史
・
生
協
の
仕
組

み
等
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
第
２
部
の「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

に
お
け
る
魚
食
普
及
活
動
」で

は
、Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部　

田
中
久
善
部
長
よ
り
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ

︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
発
足
か
ら
活
動

状
況
や
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
取
組

む「
ひ
ょ
う
ご
地
魚
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
産
地
見
学
や

学
習
会
や
店
舗
販
売
な
ど
地
魚

消
費
拡
大
の
た
め
の
様
々
な
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
塾
生
は
、魚
食
普
及
の
た
め

に
は
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
浜

か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
の

必
要
性
を
感
じ
、自
ら
が
所
属

す
る
漁
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
有
意
義
な
講
義
と
な

り
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫漁連 田中指導部長の講義 コープこうべ 齋藤氏の講義
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